
暗い道　たすけてくれる　反射材
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発 生 件 数 8,572 +131

死   者   数 74(73) -2（-3）

+176

◆ 死者数の多い都道府県

順　位 区　分 死者数

 ※　死者数欄の（　 ）内は発生件数を示す。

負 傷 者 数 10,309

前年比

２ 愛　知 93 ＋　６

１ 大　阪 103 ＋　７

◆ 県内の交通事故発生状況

区　　　分 総　　数 前  年  比

３ 東　京 82 ＋　２

４ 北海道 80 ＋１３

７ 埼　玉

74 － ２

６ 神奈川 71

68 ± ０

５ 千 葉

＋　１

８ 茨　城

福　岡

64 ＋１７

＋１７

－２３兵　庫

　○全国の死者数　1,６５９人

　　　（前年比　64人、＋4．0％）

９

反射材　「ここにいるよ！」の　メッセージ

８ 月 末 現 在 の 交 通 事 故 発 生 状 況

（令和５年８月末）

◆　死亡事故の特徴
１　事故類型別発生状況
○　　事故類型別では、車両対歩行者が30件（41.1%）、車両

相互が28件（38.4%）、車両単独が15件（20.5%）である。

　　　　自転車関連事故は、車両対歩行者１件、車両相互７件、

車両単独１件が含まれている。

２　昼夜間別発生状況
○　　昼夜別では、昼間が41件（56.2%）、夜間が32件（43.8%）

である。

○　　昼間の類型別では、車両相互が20件（48.8%）、車両対

歩行者が16件（39.0%）、車両単独が5件（12.2%）、また夜

間の類型別では、車両対歩行者が１4件(43.8%)、車両単

独が10件(31.3%)車両相互が8件(25.0%)である。

３　年齢層別死者数
○　　高齢者が36人(48.6%)と最も多く、次いで50歳代が14人

(18.9%)、40歳代が9人(12.2%)、30歳代が6人(8.1%)、若者

が4人(5.4%)、25歳～29歳代が3人(4.1%)、60歳～64歳が

2人(2.7%)である。

４　状態別死者数
○　　歩行中死者が30人（40.5%）と最も多く、次いで四輪乗車

中死者が21人（28.4%）、二輪乗車中死者が15人（20.3%）

自転車乗用中死者が8人（10.8%）である。

○　　四輪乗車中死者のうちシートベルト非着用者は7人

（33.3%）である。

５　法令違反別発生状況
○　　安全不確認が22件（30.1%）、運転操作不適が15件

(20.5%)、前方不注意が14件（19.2%）、動静不注視が4件

(5.5%)、信号無視及び一時停止がそれぞれ3件(4.1%)、

通行区分及び歩行者妨害がそれぞれ2件（2.7%）、速度

超過及び酒酔いがそれぞれ１件（1.4%）、その他の違反

が6件（8.2%）である。

６　時間別死亡事故発生状況

　８月２１日、ＪＲ成田駅から京成成田駅間において、警察・関係団体と共に、歩行者や自転車利用

者にチラシや啓発物資を配布して、交通事故防止を呼び掛けた。

【成田地域交通安全活動推進委員協議会の活動報告】
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「横断歩行者等妨害等」は 　　　　　　　　です。交通違反
反則金９,０００円（普通車の場合）

違反点数２点
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自転車に　乗るなら必ず　ヘルメット

◆自転車ヘルメット着用キャンペーン ◆違法駐車防止活動

　７月１０日、「カスミ銚子松岸店」に

おいて、警察・関係団体と共に、来場者

にチラシや啓発物資を配布して、自転車

ヘルメットの着用を呼び掛けた。

　７月１３日、「ベルクフォルテ白井店」

において、警察・関係団体と共に、来場

者にチラシや啓発物資を配布して、交通

事故の防止を呼び掛けた。

印
　
西

銚
　
子

◆飲酒運転根絶キャンペーン ◆飲酒運転根絶キャンペーン

　８月２０日、道の駅「みのりの郷東金」

において、警察・関係団体と共に、来場

者にチラシや啓発物資を配布して、飲酒

運転の防止を呼び掛けた。

　９月４日、「セイミヤ松尾店」におい

て、警察・関係団体と共に、来場者にチ

ラシや啓発物資を配布して、飲酒運転の

防止を呼び掛けた。

山
　
武

東
　
金

◆交通事故防止キャンペーン◆違法駐車防止活動

　８月９日、茂原市八千代交差点におい

て、警察・関係団体と共に、「事故はナ

シの梨」キャンペーンを実施して、交通

事故防止を呼び掛けた。

　８月１７日、君津市久保地区において、

警察・関係団体と共に、交通事故の要因

となる路上駐車一掃を目的に、駐車車両

に対して「ご注意ステッカー」を貼付した。

君
　
津

茂
　
原

◆高齢者交通安全教室の開催 ◆飲酒運転根絶キャンペーン

夕暮れの　ライトは迷わず　早めから

　８月２７日、船橋市あけぼの自治会館に

おいて、警察・関係団体と共に、集まった

高齢者に手品を活用した交通安全教室を開

催し、交通事故防止を呼び掛けた。

　８月１０日、「イオン津田沼店」におい

て、警察・関係団体と共に、来場者にチラ

シや啓発物資を配布して、飲酒運転の防止

を呼び掛けた。

◆飲酒運転根絶キャンペーン ◆花火大会の交通誘導

　８月１５日、「いなげや野田みずき店」

において、警察・関係団体と共に、来場者

にチラシや啓発物資を配布して、飲酒運転

の防止を呼かけた。

　８月５日、市川市内で開催された「市川

市民納涼花火大会」に伴い、警察・関係団

体と共に、見学者等の交通誘導を実施した。

◆違法駐車防止活動 ◆夏の交通安全運動出動式

　７月２０日、東酒々井団地周辺において、

警察・関係団体と共に、交通事故の要因と

なる路上駐車一掃を目的に、駐車車両に対

して「ご注意ステッカー」を貼付した。

　７月１０日、流山おおたかの森駅前にお

いて開催された「夏の交通安全運動出動式」

及びキャンペーンに参加して、交通事故の

防止を呼び掛けた。
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　７月１０日、「カスミ銚子松岸店」に

おいて、警察・関係団体と共に、来場者
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において、警察・関係団体と共に、来場

者にチラシや啓発物資を配布して、飲酒
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　９月４日、「セイミヤ松尾店」におい

て、警察・関係団体と共に、来場者にチ
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◆交通事故防止キャンペーン◆違法駐車防止活動
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て、警察・関係団体と共に、「事故はナ

シの梨」キャンペーンを実施して、交通

事故防止を呼び掛けた。

　８月１７日、君津市久保地区において、

警察・関係団体と共に、交通事故の要因

となる路上駐車一掃を目的に、駐車車両

に対して「ご注意ステッカー」を貼付した。
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夕暮れの　ライトは迷わず　早めから

　８月２７日、船橋市あけぼの自治会館に

おいて、警察・関係団体と共に、集まった

高齢者に手品を活用した交通安全教室を開

催し、交通事故防止を呼び掛けた。

　８月１０日、「イオン津田沼店」におい

て、警察・関係団体と共に、来場者にチラ

シや啓発物資を配布して、飲酒運転の防止
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にチラシや啓発物資を配布して、飲酒運転

の防止を呼かけた。

　８月５日、市川市内で開催された「市川

市民納涼花火大会」に伴い、警察・関係団
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警察・関係団体と共に、交通事故の要因と

なる路上駐車一掃を目的に、駐車車両に対

して「ご注意ステッカー」を貼付した。

　７月１０日、流山おおたかの森駅前にお

いて開催された「夏の交通安全運動出動式」

及びキャンペーンに参加して、交通事故の
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暗い道　たすけてくれる　反射材
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発 生 件 数 8,572 +131

死   者   数 74(73) -2（-3）

+176

◆ 死者数の多い都道府県

順　位 区　分 死者数

 ※　死者数欄の（　 ）内は発生件数を示す。

負 傷 者 数 10,309

前年比

２ 愛　知 93 ＋　６

１ 大　阪 103 ＋　７

◆ 県内の交通事故発生状況

区　　　分 総　　数 前  年  比

３ 東　京 82 ＋　２

４ 北海道 80 ＋１３

７ 埼　玉

74 － ２

６ 神奈川 71

68 ± ０

５ 千 葉

＋　１

８ 茨　城

福　岡

64 ＋１７

＋１７

－２３兵　庫

　○全国の死者数　1,６５９人

　　　（前年比　64人、＋4．0％）

９

反射材　「ここにいるよ！」の　メッセージ

８ 月 末 現 在 の 交 通 事 故 発 生 状 況

（令和５年８月末）

◆　死亡事故の特徴
１　事故類型別発生状況
○　　事故類型別では、車両対歩行者が30件（41.1%）、車両

相互が28件（38.4%）、車両単独が15件（20.5%）である。

　　　　自転車関連事故は、車両対歩行者１件、車両相互７件、

車両単独１件が含まれている。

２　昼夜間別発生状況
○　　昼夜別では、昼間が41件（56.2%）、夜間が32件（43.8%）

である。

○　　昼間の類型別では、車両相互が20件（48.8%）、車両対

歩行者が16件（39.0%）、車両単独が5件（12.2%）、また夜

間の類型別では、車両対歩行者が１4件(43.8%)、車両単

独が10件(31.3%)車両相互が8件(25.0%)である。

３　年齢層別死者数
○　　高齢者が36人(48.6%)と最も多く、次いで50歳代が14人

(18.9%)、40歳代が9人(12.2%)、30歳代が6人(8.1%)、若者

が4人(5.4%)、25歳～29歳代が3人(4.1%)、60歳～64歳が

2人(2.7%)である。

４　状態別死者数
○　　歩行中死者が30人（40.5%）と最も多く、次いで四輪乗車

中死者が21人（28.4%）、二輪乗車中死者が15人（20.3%）

自転車乗用中死者が8人（10.8%）である。

○　　四輪乗車中死者のうちシートベルト非着用者は7人

（33.3%）である。

５　法令違反別発生状況
○　　安全不確認が22件（30.1%）、運転操作不適が15件

(20.5%)、前方不注意が14件（19.2%）、動静不注視が4件

(5.5%)、信号無視及び一時停止がそれぞれ3件(4.1%)、

通行区分及び歩行者妨害がそれぞれ2件（2.7%）、速度

超過及び酒酔いがそれぞれ１件（1.4%）、その他の違反

が6件（8.2%）である。

６　時間別死亡事故発生状況

　８月２１日、ＪＲ成田駅から京成成田駅間において、警察・関係団体と共に、歩行者や自転車利用

者にチラシや啓発物資を配布して、交通事故防止を呼び掛けた。

【成田地域交通安全活動推進委員協議会の活動報告】
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反則金９,０００円（普通車の場合）
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